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平成 25 年２月
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伝統を継承し、一年を祭る

小さな村の
小さな鬼火たき

　１月７日、町内各地で恒例の鬼火たきが行われました。
　城川内集落の山間部に位置する重尾地区６世帯の鬼火
たきは、町内では一番小さな規模。この日は、午後から
数人が集まり、道路脇の畑の片隅に、飾っていたしめ縄
や門松、近くから切り出した雑木で小さなやぐらを作り
ました。
　午後４時になり竹山ナツ子さん、まなみさん親子がや
ぐらに着火。白い煙が上り始めると、近所のかたがたが
集まり始め、笑顔と笑い声が山中に響きました。
　ナツ子さんは、「毎年この日を楽しみにして無病息災
を願っている。重尾地区は高齢者が多いですが、今後も
できる範囲で継承していきたい」と話しました。

長島
な     が     し     ま

広報

２



一年の安心安全を誓う
平成25 年長島町消防出初式

式典終了後に行われた一斉放水

①一同に整列する長島町消防団
②指江保育園児によるマーチングバンド
③各分団で順位を争う放水競技
④会場の鷹巣運動場に入場する消防団員ら
⑤蔵之元少年消防クラブによる通常点検
⑥消防庁長官表彰伝達を受ける諏訪義則団長

①②③

④⑤⑥
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新
春
恒
例
の
長
島
町
消
防
出
初

式
が
１
月
13
日
、
長
島
町
鷹
巣
運

動
場
で
開
催
さ
れ
、
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
員
や

東
・
長
島
両
分
遣
所
職
員
な
ど
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
長
島
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
生
演
奏
に
よ
る
観
閲
行
進
に

始
ま
り
、
消
防
団
員
ら
が
小
隊
訓

練
な
ど
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

披
露
。
消
防
功
労
者
と
防
火
・
防

災
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
に
は
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
あ
お
い
幼
稚
園
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
観
閲
や
蔵

之
元
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
通

常
点
検
、
長
島
中
学
校
１
年
の
荒

川
綾
音
さ
ん
に
よ
る
防
火
の
誓
い

が
行
わ
れ
、
観
客
席
か
ら
た
く
さ

ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
分
団
対
抗
で

標
的
目
掛
け
て
放
水
し
、
日
章
旗

が
揚
が
る
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う

放
水
競
技
が
行
わ
れ
、
優
勝
は
蔵

之
元
分
団
、
準
優
勝
は
獅
子
島
分

団
、
3
位
は
川
床
分
団
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
会

場
で
は
一
斉
放
水
も
行
わ
れ
、
色

鮮
や
か
な
放
水
の
ア
ー
チ
が
描
か

れ
ま
し
た
。

　

消
防
表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◆長島町長感謝状贈呈
　（永年勤続婦人：15 年勤続）
　梅川　頼子　　山下みどり
　尾﨑真智子　　町口　貴子
◆消防庁長官表彰
　（功労章）
　諏訪　義則
　（永年勤続功労章）
　町口　孝治
◆鹿児島県消防協会総裁表彰
　（功績章：20 年）
　福山太喜男
　（精績章）
　福守　一浩　　中川　　正
　築地　隆弘　　鶴長　伸也
　橋元　健吾　　迫口　信二
　大田　　貢　　吉武　政人
　原　　真一　　長嵜　雄一
　西薗　文夫

◆鹿児島県知事表彰
　（勤続章：10 年）
　江口　寿樹　　中村　雅洋
◆消防協会出水支部表彰
　（永年勤続：15 年）
　藤川　真一　　梅川　和文
　山下　俊弘　　尾﨑　伸也　
　平田　淳造　　町口　勇一
◆消防協会出水支部表彰
　（永年勤続：10 年）
　上野　智博　　中野　定博
　瀬嵜　賢治　　宮内　盛男
　浦上　　剛　　内田　秋宏
　鈴木　一平　　竹之内信一郎
　米尾　定固　　敷根　隆貴
　小屋　昭彦

◆長島町長表彰
　（永年勤続：10 年）
　上野　智博　　中野　定博
　瀬嵜　賢治　　宮内　盛男
　浦上　　剛　　内田　秋宏
　鈴木　一平　　竹之内信一郎
　米尾　定固　　敷根　隆貴
　小屋　昭彦
◆長島町消防団長表彰　
　（優良団員：7 年）
　中村　保憲　　橋元　幸平
　小田　保彦　　山下　隆春
　濵﨑　豊和　　赤瀬　正太
　児島　亮介

◆
◆
◆
防
火
の
誓
い
◆
◆
◆

　
「
あ
り
が
と
う
、
消
防
団
」　
長
島
中
学
校
　
一
年
　
荒
川
　
綾
音
　

　
「
唐
隈
地
区
で
住
宅
火
災
発
生
、
城
川
内
分
団
は
出
動
し
て
く
だ
さ
い
。」
夜
中
三
時
に
そ

の
防
災
無
線
が
流
れ
た
瞬
間
、
父
は
飛
び
起
き
て
大
急
ぎ
で
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の

日
は
と
う
と
う
夜
ま
で
家
に
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
夜
中
寝
て
い
る
と
き
で
も
、
連
絡
が
あ
る
と
出
動
し
て
い
く
父
を
、
私
は
、

「
す
ご
い
な
」
と
思
っ
て
見
て
い
ま
す
。
決
し
て
私
に
は
で
き
な
い
と
思
え
る
こ
と
だ
か
ら

で
す
。
父
は
、
き
っ
と
慌
て
て
い
る
で
し
ょ
う
。
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

火
事
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

　

私
の
父
は
、
城
川
内
分
団
の
分
団
長
で
す
。
そ
ん
な
父
が
、
私
の
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た

消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て
、
三
つ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
自
然
災
害
に
対
す
る
対
応
で
す
。
今
年
、
私
の
住
む
長
島
町
で
は
、
六
月
に
豪

雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
が
発
生
す
る
と
、
被
害
の
状
況
を
最
初
に
見
に
行

く
の
も
消
防
団
の
仕
事
で
、
も
し
、
人
や
家
な
ど
に
被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
助

や
応
急
処
置
を
す
る
そ
う
で
す
。

　

二
番
目
に
、
火
災
の
消
火
に
つ
い
て
で
す
。
消
火
活
動
の
ス
タ
ー
ト
は
、
ホ
ー
ス
を
ま
っ

す
ぐ
き
れ
い
に
延
ば
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
一
箇
所
で
も
曲
が
っ
た
り
し
て
い
た
ら
、
ホ
ー

ス
が
届
か
な
く
な
り
、
水
が
通
り
に
に
く
く
な
っ
て
、
迅
速
な
消
火
活
動
が
出
来
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
父
は
分
団
員
に
大
声
で
指
示
を
出
す
そ
う
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
操
法
大
会
、
出
初
式
な
ど
の
消
防
団
の
行
事
に
つ
い
て
で
す
。
今
年
の
操
法

大
会
で
城
川
内
分
団
は
、
総
合
の
部
で
二
年
連
続
の
優
勝
と
い
う
結
果
で
し
た
。
す
ご
い
な

あ
と
思
う
と
同
時
に
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
た
の
で
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
川
内
分
団
は
、
毎
年
、
町
の
出
初
式
が
終
わ
っ
た
後
、
地
元
の
城
川
内
川
で
「
だ

い
だ
い
落
と
し
」
を
行
な
い
ま
す
。
か
ご
に
入
っ
た
だ
い
だ
い
（
み
か
ん
）
を
放
水
で
落
と

す
競
技
で
す
。
だ
い
だ
い
が
一
個
落
ち
る
と
、「
オ
オ
ッ
。」
と
い
う
大
き
な
声
が
上
が
り
、

私
は
、「
あ
と
何
個
落
と
せ
る
の
か
な
」
と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
逆
に
、

全
く
落
と
せ
な
い
と
、「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
。」
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
す
。
私
も
、「
が

ん
ば
れ
、
あ
と
ち
ょ
っ
と
」
と
応
援
し
ま
す
。
だ
い
だ
い
落
と
し
は
、
城
川
内
地
区
の
一
年

の
始
ま
り
を
告
げ
る
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
火
事
や
災
害
と
い
う
恐
ろ
し
さ
と
戦
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
の
訓
練
や
消
防
車
の
点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
決
し
て
火
事
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
で
消
防
団
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

消
防
団
に
「
あ
り
が
と
う
」
の
感
謝
の
意
味
を
込
め
て
防
火
防
災
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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笑
顔
が
そ
ろ
う
二
十
歳
の
門
出

鷹巣中学校、川床中学校、獅子島中学校の卒業生

　

新
成
人
１
３
４
人
を
対
象
に
し

た
長
島
町
成
人
式
が
１
月
４
日
、

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
晴
れ
着
姿
に
身
を

包
ん
だ
１
１
７
人
が
集
ま
り
、
久

し
ぶ
り
に
会
う
友
を
見
つ
け
て
は

駆
け
寄
り
、
喜
び
の
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
で
は
、
新
成

人
ら
を
祝
お
う
と
、
友
人
や
家
族

が
大
勢
待
ち
受
け
、
記
念
写
真
や

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
大
に
ぎ
わ

い
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
成
人
式
は
、
今
年
二
十
歳

に
な
る
対
象
者
ら
が
平
成
25
年
長

島
町
成
人
式
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
、
参
列
者
に
二
十
歳
の
門

出
を
思
い
出
深
く
残
そ
う
と
企

画
。
司
会
・
進
行
は
、
濵
田
千
奈

さ
ん
（
藤
之
元
）
と
加
納
千
朱
希

さ
ん
（
萩
之
牟
礼
）
が
、
国
歌
斉

唱
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
は
、
森
永
美
紀

さ
ん
（
幣
串
）
が
担
当
し
、
温
も

り
あ
る
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
、
川
添
健
町
長
は
「
こ

の
素
晴
ら
し
い
長
島
で
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
も
ち
、
長

島
人
と
し
て
、
大
い
に
世
界
で
活

躍
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
贈
り

ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
森
永
美
紀

さ
ん
が
「
一
人
の
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
重
ん
じ
、
育
て

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
か
た
が
た

に
恩
返
し
し
た
い
」
と
力
強
く
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
山
本
康
喜
さ
ん
（
薄

井
）
と
宮
路
晶
さ
ん
（
矢
堂
）
が

町
民
憲
章
を
読
み
上
げ
た
ほ
か
、

川
添
町
長
か
ら
新
成
人
の
藤
川
咲

月
さ
ん
（
片
側
）
へ
町
か
ら
の
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
久
保
将
太
郎
さ
ん
（
本
浦
）
か

ら
中
橋
藤
七
教
育
長
へ
、
音
響
一

式
の
目
録
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、久
保
さ
ん
は「
育

て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
成
人
し
た
こ
と
を
誇
り

に
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
当
た

り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き

る
人
間
に
な
り
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
お
祝
い

の
行
事
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

あ
か
ね
園
職
員
に
よ
る
太
鼓
演
奏

の
祝
福
と
、
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム

が
上
映
さ
れ
、
笑
顔
と
笑
い
声
で

明
る
い
雰
囲
気
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

平
成
25
年
長
島
町
成
人
式
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長島中学校、平尾中学校の卒業生

①新成人代表で「誓いのことば」を述べる森永美紀さん
②振り袖をまとい、笑顔でいっぱいの新成人
③昔の面影を残し、再会を喜ぶ新成人
④中学以来の再開で、 たくさんの会話と記念撮影が行わ
れた会場内
⑤中橋教育長へ音響一式の目録を渡す久保将太郎さん

①

②

③

④

⑤
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魅力の長島路
思い思いのペースで満喫

「第 11 回すいせんウォーク」

午前 10 時 15 分、号砲の合図でスタートする参加者
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「
第
11
回
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー

ク
」
が
１
月
19
日
、
長
島
町
文
化

ホ
ー
ル
を
発
着
点
と
す
る
、「
古

墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
と
「
す
い
せ

ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
、
昨
年
最

多
同
様
の
約
１
４
０
０
人
で
、
ス

タ
ー
ト
後
は
長
蛇
の
列
と
な
り
な

が
ら
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

計
画
さ
れ
た
両
コ
ー
ス
の
沿
道

に
は
、
咲
き
始
め
た
町
花
の
す
い

せ
ん
が
ほ
の
か
に
香
り
を
漂
わ

せ
、
参
加
者
た
ち
を
歓
迎
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

６
㌔
の
「
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー

ス
」
は
、
国
道
３
８
９
号
を
蔵
之

元
方
面
へ
北
上
し
、
長
島
海
峡
や

天
草
諸
島
な
ど
の
雄
大
な
景
色
を

望
み
な
が
ら
小
浜
古
墳
群
を
散

策
。
そ
の
後
、
小
浜
海
水
浴
場
を

通
る
コ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

12
㌔
の
「
す
い
せ
ん
め
ぐ
り

コ
ー
ス
」
は
、
国
道
３
８
９
号
を

黒
之
瀬
戸
方
面
へ
南
下
し
、
唐
隈

の
長
崎
鼻
灯
台
公
園
で
折
り
返
す

コ
ー
ス
で
、
心
地
良
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

折
り
返
し
地
点
の
長
崎
鼻
灯
台

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
準
備
し

た
ふ
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
お
茶
が

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
灯
台
の
回

り
を
一
周
で
き
る
遊
歩
道
や
ベ
ン

チ
で
、
壮
大
な
東
シ
ナ
海
を
前
に

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

ま
し
た
。
同
灯
台
で
は
、
一
般
公

開
も
行
わ
れ
、
め
っ
た
に
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
内
部
の
見
学

も
で
き
、
参
加
者
ら
は
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　

６
㌔
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
鷹
巣

の
伊
東
時
代
さ
ん
は
「
普
段
車
で

通
る
と
き
と
、
歩
く
と
き
の
風
景

は
別
世
界
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
が

見
え
て
楽
し
か
っ
た
。
長
島
の
魅

力
が
分
か
り
、
自
分
の
暮
ら
す
町

が
も
っ
と
好
き
に
な
っ
た
」
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
感
想
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。　

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
発
着
地
点
の
会

場
で
ふ
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
と
ん

汁
な
ど
が
準
備
さ
れ
、
参
加
者
は

心
温
ま
る
お
も
て
な
し
に
満
足
の

様
子
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ

イ
な
ど
長
島
の
特
産
品
が
全
員
に

当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
、
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

①中継所でボランティアのスタッフからふかしジャガイモをもらう参加者
②思い思いのペースで歩きながら、12 ㌔コースの長崎鼻灯台を折り返す
参加者
③長崎鼻灯台の一般公開で、休憩の合間多くの参加者が施設を見学
④スタート、ゴール地点の町文化ホール前の駐車場では、さまざまな長島
の特産品を販売
⑤咲き始めたすいせんを横目に、ウォークを楽しむ参加者
⑥長島の特産品が当たる大抽選会

①②

③④⑤
⑥
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i n f o r m a t i o n

あなたの生活機能をチェック
　長島町地域包括支援センターでは、「生活機能チェック」「高齢者虐

待」「認知症」について、今月号から連載を開始します。

　町民の皆さんに、日ごろの生活スタイルをもう一度振り返っていた

だき、誰もが安心安全で生き生きとした生活を送られるようお知らせ

するものです。

　今月号は、 生活機能をチェックするため、「基本チェックリスト」

を掲載していますので、普段の生活を確認してみましょう。

№ 質問項目

回　　答
（ い ず れ か に ○

を お 付 け く だ さ
い。）

1
一人でバスや電車、自家用車などで外出しています
か

はい いいえ

2 日用品の買物をしていますか はい いいえ
3 預貯金の出し入れをしていますか はい いいえ
4 友人の家を訪ねていますか はい いいえ
5 家族や友人の相談にのっていますか はい いいえ
6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか はい いいえ

7
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がれ
ますか

はい いいえ

8 15 分程度続けて歩いていますか はい いいえ
9 この１年間に転んだことがありますか はい いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか はい いいえ

11
６ カ 月 間 で ２ ～ ３kg 以 上 の 体 重 減 少 が あ り ま し た
か

はい いいえ

12 ＢＭＩ＝［体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）］ 18.5 未満
13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか はい いいえ
14 お茶や汁物などでむせることがありますか はい いいえ
15 口の渇きが気になりますか はい いいえ
16 週に１回以上は外出していますか はい いいえ
17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか はい いいえ

18
周りの人から「いつも同じ事を聞く」など、物忘れ
があるといわれますか

はい いいえ

19 自分で番号を調べて、電話をかけていますか はい いいえ
20 今日が、何月何日か分からない時がありますか はい いいえ
21（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない はい いいえ

22
（ここ２週間） これまで楽しんでやれていたことが

楽しめなくなった
はい いいえ

23
（ここ２週間） 以前は楽にできていたことが今では

おっくうに感じられる
はい いいえ

24（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない はい いいえ
25（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする はい いいえ

▼「基本チェックリスト」とは、
65 歳 以 上 の か た（ す で に 要 介
護認定を受けているかたは除き
ます）を対象に、日常生活の様
子や運動機能の状態、口腔や栄
養の状態、物忘れの有無などを

「はい」「いいえ」で回答してい
ただくものです。
▼「生活機能」とは、体や心の
動きに加えて、日常生活動作や
家事をこなす能力、家庭や社会
での役割など人が生きていくた
めの機能全体をいいます（具体
的 に は、 運 動 機 能 や 栄 養 状 態、
口腔機能、認知機能などを指し
ます）。

今回「基本チェックリスト」で、
介護予防が必要と判断されたか
たは、町が実施する介護予防教
室（元気はつらつ運動教室）へ
の参加を勧めています。

◎問い合わせ先
　長島町地域包括支援センター

　☎（86）1153［直通］
※■の部分に○が 10 個以上ついたかたは、ご相談ください。

［基本チェックリスト］
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総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理 し尿処理費 公債費 その他

856 円 674 円 3,768 円 850 円 1,445 円 6,308 円 36 円

決算の状況を公表します
北薩広域行政事務組合

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の

平
成
24
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
23
年
度
の
当
組
合
歳
入
歳

出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
は
、
12
億
９
７
０

３
万
7
千
円
で
、
歳
入
の
主
な
も
の

は
各
市
町
か
ら
の
負
担
金
、
地
方
交

付
税
お
よ
び
使
用
料
な
ど
で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
は
、
12
億
６
４
６

１
万
4
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の

は
、
じ
ん
か
い
（
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
）
処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た
め
の

経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合
の
借
金

返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護

保
険
の
認
定
審
査
業
務
の
経
費
で
あ

る
民
生
費
、
圏
域
（
２
市
１
町
）
の

振
興
整
備
の
事
業
推
進
に
使
わ
れ
る

振
興
整
備
事
業
費
、
議
会
費
お
よ
び

総
務
費
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ
、

平
成
24
年
度
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
０
４
１
万
8
千
円
を
減

額
し
た
10
億
７
０
３
６
万
6
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
正
の
主
な
理
由
は
、
入
札
執
行

残
の
減
額
な
ど
決
算
見
込
み
に
よ
る

調
整
で
す
。

平成 23 年度決算状況

　　（歳入）　　　　　（歳出）　　　（次年度へ繰越）
1,297,037,000 円－ 1,264,614,000 円＝ 32,423,000 円

出水地区の住民１人当たりに使われた金額 13,937 円（人口 90,739 人　平成 24 年 9 月末現在）

歳入
12 億 9703 万７千円

８億 8433 万９千円
68.2％

３億 2016 万８千円
24.7％

3767 万１千円
2.9％

繰越金

277 万３千円
0.2％

財産収入
2360 万１千円

1.8％

使用料及び手数料

2862 万８千円
2.3％

諸収入

地方交付税

分担金及び負担金

衛生費
５億 5014 万５千円

43.5％

振興整備事業費
274 万９千円

0.2％

公債費
5 億 7235 万７千円

45.3％

民生費
6119 万７千円

4.8％

総務費
7763 万９千円

6.1％

議会費
52 万７千円

0.04％

歳出
12 億 6461 万４千円
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１
月

４
日　
　
　

 

仕
事
始
め
式
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

 

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

長
島
町
成
人
式（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

６
日　
　
　

 

広
野
自
治
公
民
館
初
総
会
（
広
野
）

７
日　
　
　

 

指
江
、
汐
見
自
治
公
民
館
初
総
会

（
汐
見
、
指
江
）

　
　
　
　
　

 

鬼
火
た
き
（
町
内
一
円
）

８
日　
　
　

 

県
庁
な
ど
へ
の
新
年
あ
い
さ
つ
回
り

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

高
規
格
救
急
車
贈
呈
式
（
長
島
町
役
場
）

13
日　

 　
　

長
島
町
消
防
出
初
式
（
町
鷹
巣
運
動
場
）

15
日　
　
　

 

獅
子
島
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
継
続
陳
情

（
長
島
町
役
場
）

16
日　
　

 　

な
が
し
ま
美
味
（
う
ん
ま
か
）
で
ー

（
東
京
都
）

　
　
　
　
　

 

国
（
各
省
庁
）
へ
の
陳
情
活
動
（
東
京
都
）

19
日　
　
　

 

第
11
回
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

（
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

21
日　
　

 　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

22
～
25
日 　

町
村
会
役
員
研
修
（
福
島
県
）

25
日　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
施
設
建
設
説
明
会

（
阿
久
根
市
）

26
日　
　
　

 

鹿
児
島
出
水
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

長
島
町
赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会

（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

28
日　
　
　

 

川
床
老
人
ク
ラ
ブ
新
春
座
談
会

（
太
陽
の
里
）

　
　
　
　
　

 

国
民
文
化
祭
施
設
整
備
検
討
委
員
会

（
長
島
町
役
場
）

30
日　
　
　

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会
定
例
会

　
　
　
　
　

  

事
前
打
ち
合
わ
せ
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

出
水
地
区
開
発
促
進
協
議
会
県
へ
要
望
活
動

（
鹿
児
島
市
）

31
日　
　
　

 

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト
（
東
京
都
）

第
３
回
長
島
郷
土
か
る
た
取
り
大
会

素
早
い
手
さ
ば
き
が
勝
敗
を
決
め
る

　

1
月
12
日
、
長
島
町
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
「
第
３
回

長
島
郷
土
か
る
た
取
り
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
・
中
学
校

か
ら
児
童
・
生
徒
1
４
１
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
長
島
郷
土
に
ち

な
ん
だ
か
る
た
が
使
用
さ
れ
、
な

が
し
ま
の
文
化
財
、
産
業
、
自
然

を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

長
島
に
郷
土
愛
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

競
技
方
法
は
、
小
学
１
年
生
か

ら
３
年
生
の
部
の
散
ら
し
取
り

と
、
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
、

中
学
生
は
源
平
合
戦
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
で
戦
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
句
が
詠
み
始
め
ら
れ

る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
一
斉
に
目

当
て
の
札
を
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

探
し
、
ビ
シ
ッ
と
素
早
く
取
っ
て

い
ま
し
た
。

　

結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

← 小 学 校 の 部 の
団 体 戦（ 源 平 合
戦 ） で、 真 剣 な
ま な ざ し で 札 を
見 つ め る 子 ど も
たち

○
個
人
戦

　

小
学
校
低
学
年
の
部

　
　
［
優　

勝
］
小
屋　

大
和
（
汐
見
小
）

　
　
［
準
優
勝
］
牧　

圭
一
郎
（
鷹
巣
小
）

　
　
［
３　

位
］
倉
津
美
咲
音
（
田
尻
小
）

　

小
学
校
高
学
年
の
部

　
　
［
優　

勝
］
大
田　

菜
月
（
川
床
小
）

　
　
［
準
優
勝
］
高
岡　

未
侑
（
川
床
小
）

　
　
［
３　

位
］
平　
　

弥
琴
（
鷹
巣
小
）

　

中
学
校
の
部

　
　
［
優　

勝
］
入
口　

逸
美
（
鷹
巣
中
）

　
　
［
準
優
勝
］
児
玉
ゆ
と
り
（
川
床
中
）

　
　
［
３　

位
］
冨
永　

海
太
（
川
床
中
）

○
団
体
戦　

　

小
学
校
の
部
［
優　

勝
］
川
床
小
学
校
A

　
　
　
　
　
　

  ［
準
優
勝
］
鷹
巣
小
学
校
A

　
　
　
　
　
　

  ［
３　

位
］
汐
見
小
学
校

○
団
体
戦

　

中
学
校
の
部
［
優　

勝
］
川
床
中
学
校
B

　
　
　
　
　
　

  ［
準
優
勝
］
川
床
中
学
校
A

　
　
　
　
　
　

  ［
３　

位
］
鷹
巣
中
学
校
A

○
特
別
賞

［
長
島
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
長
賞
］

　

小
学
校
の
部　

杉
山　

優
馬
（
田
尻
小
）

　

中
学
校
の
部　

石
橋　

美
悠
（
川
床
中
）
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十
二
月
ベ
ル
ト
の
箍た

が

を
締
め
直
す
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

七
組
の
布
団
干
し
た
り
父
の
忌
来く

　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

鳥
ど
ち
の
離
合
集
散
冬
田
か
な
　
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

勇
気
も
て
踏
み
だ
す
一
歩
霜
の
朝
　
　
　
　
中
橋
　
藤
七

日
め
く
り
に
急
き
立
て
ら
れ
て
年
用
意
　
　
関
　
佳
代
美

雲
怪
し
岬
に
立
つ
は
男
波
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

好
き
な
だ
け
好
き
な
物
だ
け
お
で
ん
買
う
　
大
堂
　
早
苗

裸
木
の
空
の
青
き
を
つ
か
み
け
り
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

老
夫
婦
苦
労
の
跡
の
冬
田
か
な
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

鰤
刺
や
は
ら
か
ら
集
ひ
忌
を
修
す
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

潮
満
つ
る
深
き
入
江
に
舫も
や

ひ
た
る
船
に
あ
ら
た
ま
の
細

さ
さ
め

雪

降
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

老
の
誕
生
日
祝
ひ
て
呉
る
る
曾ひ
ま
ご孫
来
て
色
と
り
ど
り
の
蝋ろ

う

燭そ
く

を
吹
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

わ
が
悩
み
愛
猫
に
そ
っ
と
呟
け
ば
耳
を
震
は
せ
目
を
細
め

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

朝
ま
だ
き
雑
木
林
の
谷
あ
い
を
目
白
の
集
団
鳴
き
つ
つ
消

ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

［
短
歌
］

今
年
こ
そ
良
い
年
有
る
と
変
る
な
り
命
懸
け
た
り
成
し
と

げ
た
り
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

還
暦
を
疾
う
に
過
ぎ
た
る
独
り
躰
に
何
か
遂
げ
た
き
も
の

の
あ
り
に
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

落
葉
に
も
命
あ
り
し
吾
を
追
う
朝
の
駆
け
足
共
に
微
笑
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

庭
隅
に
故く

に郷
よ
り
持
ち
し
石
蕗
の
蕾
み
ま
た
散
り
と
き
の

移
ろ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

い
っ
ぱ
い
ご
め
ん

い
っ
ぱ
い
あ
り
が
と
う 

岡
上
多
寿
子  

著 

　つらく当たってしまった介
護。亡き母への感謝の気持ちを
つづった詩画集です。

ル
ド
ル
フ
と
ス
ノ
ー
ホ
ワ
イ
ト

斉
藤  

洋  

著

　前作より少し成長したルドル
フ（猫）たちが大活躍。かつて
の読者だった大人にもお薦めで
す。

七
十
年
前
亡あ

に兄
が
残
せ
し
父
宛
の
手
紙
は
「
父
上
逢
ひ
に

来
て
下
さ
い
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

浜
畑　

松
枝

寒
き
朝
懐
炉
を
背
な
に
家
を
出
づ
道
辺
の
水
仙
仄
か
に
薫

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

収
穫
の
迫
る
豌
豆
守
り
ゐ
し
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
海
隔
て
見

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

水
音
の
せ
し
池
見
れ
ば
大
き
な
る
鯉
が
腹
見
せ
反
転
し
た

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

咲
き
残
る
菊
に
舞
ひ
く
る
牡
丹
雪
「
庭
の
千
草
」
を
歌
ひ

立
ち
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

水
仙
の
束
に
皇
后
様
の
優
し
さ
よ
震
災
十
八
年
目
の
朝
の

テ
レ
ビ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

去
年
今
年
届
く
賀
状
の
大
方
は
わ
が
先
達
や
友
達
の
遺
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

寒
の
庭
清
し
く
咲
け
る
蠟ろ
う
ば
い梅

に
顔
近
づ
け
て
香
り
貪

む
さ
ぼ

る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子
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魚
介
類
摂
取
に
伴
う
健
康
不

安
者
を
対
象
に
し
た
健
診

　

鹿
児
島
県
お
よ
び
熊
本
県
に
お
い

て
、
昭
和
49
年
12
月
31
日
以
前
に
1

年
以
上
、
水
俣
湾
ま
た
は
そ
の
周
辺

水
域
の
魚
介
類
を
食
べ
た
こ
と
に
伴

い
、
健
康
不
安
を
お
持
ち
に
な
る
か

た
を
対
象
に
し
た
健
診
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
健
診
は
、
水
俣
病
被
害

者
救
済
等
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
救

済
措
置
の
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
か

た
が
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
、
健
診

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
な
お
、
健
康

不
安
者
健
診
の
対
象
者
と
し
て
要
件

に
該
当
し
、
県
が
登
録
を
し
た
か
た

に
は
、
後
日
、
健
康
不
安
者
健
診
の

実
施
事
業
者
か
ら
、
健
診
の
日
時
や

内
容
、
予
約
方
法
な
ど
文
書
に
て
案

内
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
書
類

　

①
健
康
不
安
を
お
持
ち
に
な
る
方

　

に
対
す
る
健
診
登
録
申
込
書

　

②
魚
介
類
入
取
申
立
書

　

③
住
民
票
（
役
場
で
発
行
）

○
申
込
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送

○
必
要
書
類
配
布
先

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
、
役
場

○
健
診
内
容

　

年
1
回
の
健
診
（
診
察
・
血
液

検
査
）
を
無
料
で
受
診

○
健
診
場
所

　
［
鹿
児
島
県
］

　

①
鹿
児
島
県
民
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

　

②
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
［
熊
本
県
］

　

①
熊
本
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

　

②
国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

③
上
天
草
市
立
上
天
草
総
合
病
院

　

④
天
草
郡
市
医
師
会
立
天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

※
こ
の
ほ
か
新
潟
県
、
東
京
都
、

大
阪
府
、
愛
知
県
、
広
島
県
、
福

岡
県
の
実
施
医
療
機
関
で
健
診
が

で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
環
境
林
務
課
環
境
保
健
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
８
４

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す

る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
と
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。
空
気
が
乾
燥

し
、
風
の
強
い
日
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
火
災
予
防
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
運
動
期
間

　

３
月
１
日
（
金
）
～
７
日
（
木
）

○
平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

　
「
消
す
ま
で
は

　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」 

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９　

３
月
７
日
か
ら
津
波
警
報
が
変

更
に
な
り
ま
す

　

気
象
庁
で
は
、
平
成
23
年
に
起

き
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
る
津
波
被
害
の
甚
大
さ
に
か
ん

が
み
、
3
月
7
日
正
午
か
ら
新
し

い
発
表
基
準
や
情
報
文
に
よ
る
津

波
警
報
な
ど
の
運
用
を
開
始
し
ま

す
。
津
波
に
よ
る
災
害
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
地
震
発

生
後
約
3
分
で
、
大
津
波
警
報
、

津
波
警
報
ま
た
は
津
波
注
意
報
を

発
表
し
、
そ
の
後
、
予
想
さ
れ
る

津
波
の
高
さ
、
津
波
の
到
達
予
想

時
刻
な
ど
の
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

○
津
波
警
報
・
注
意
報
な
ど
の
主

な
変
更
内
容

　

①
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
を
超
え

　

る
巨
大
地
震
の
場
合
は
、
そ
の

　

海
域
に
お
け
る
最
大
級
の
津
波

　

を
想
定
し
て
「
巨
大
」「
高
い
」

　

と
い
う
言
葉
で
発
表
し
て
非
常

　

事
態
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

　

②
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時
、
こ

　

れ
が
最
大
だ
と
誤
解
し
な
い
よ

　

う
に
「
観
測
中
」
と
発
表
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
９
９
１
９

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が
改
正

　

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
障
害

者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
事
業

主
に
対
し
て
そ
の
雇
用
す
る
労
働

者
に
占
め
る
身
体
障
害
者
・
知
的

障
害
者
の
割
合
が
法
定
雇
用
率
以

上
と
な
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
ま

す
。

○
民
間
企
業

　

１
・
８
％（
現
行
）→
２
・
０
％（
改
正
）

○
国
、
地
方
公
共
団
体

　

２
・
１
％（
現
行
）→
２
・
３
％（
改
正
）

○
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会

　

２
・
０
％（
現
行
）→
２
・
２
％（
改
正
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
（
62
）
０
６
８
５
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使
っ
て
実
感
！
ネ
ッ
ト
で
申
告

「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、
自

宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所

な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手

続
（
①
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費

税
、
酒
税
お
よ
び
印
紙
税
の
申
告
、

②
全
て
の
国
税
の
納
税
、
③
納
税

証
明
書
の
交
付
請
求
お
よ
び
法
定

調
書
の
提
出
な
ど
の
申
請
・
届

出
な
ど
）
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成

24
年
分
以
降
の
贈
与
税
の
申
告
な

ど
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
し
て
送
信
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
９

農
業
共
済
制
度
の
積
極
的
な
活

用
を

　

農
業
共
済
制
度
は
、
国
の
公
的

な
保
険
制
度
で
す
。
農
業
共
済
組

合
な
ど
に
申
し
込
み
、
掛
金
を
納

入
す
る
こ
と
で
当
制
度
に
加
入
で

き
ま
す
。
ま
た
、
掛
金
の
約
半
分

は
国
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
農
作
物
や
園
芸
施
設
な

ど
の
被
害
に
備
え
て
積
極
的
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
作
物
共
済

　

水
稲
、
陸
稲
、
麦　

○
家
畜
共
済

　

牛
、
馬
、
豚

○
果
樹
共
済

　

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、
指
定
か

ん
き
つ
、
す
も
も

○
畑
作
物
共
済

　

ば
れ
い
し
ょ
、
大
豆
、
さ
と
う

き
び

○
園
芸
施
設
共
済

　

施
設
園
芸
用
の
施
設
、
附
帯
施

設
、
施
設
内
農
作
物

※
制
度
の
詳
細
は
、
最
寄
り
の
農

業
共
済
組
合
な
ど
で
も
お
教
え
し

て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
農
業
経
済
課
農
業
共
済
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
１
３
４

鹿
児
島
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
改
正

  

県
内
の
、
特
定
産
業
の
労
働
者
と

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
電
気
機
械
器
具
製
造
業
関
係

　

時
間
額
７
０
０
円

　
（
平
成
24
年
12
月
21
日
発
効
）

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　

時
間
額
６
８
０
円

　
（
平
成
24
年
12
月
8
日
発
効
）

○
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　

時
間
額
７
２
４
円

  （
平
成
24
年
12
月
19
日
発
効
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送

中
の
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

は
、
視
聴
者
か
ら
の
手
紙
を
も
と

に
旅
の
ル
ー
ト
を
決
め
、
日
本
列

島
を
自
転
車
で
縦
断
し
て
い
く
番

組
で
す
。
２
０
１
３
年「
こ
こ
ろ
旅
」

は
、
い
よ
い
よ
３
シ
ー
ズ
ン
目
を

迎
え
、
今
回
、
春
の
旅
の
始
ま
り

は
鹿
児
島
県
開
聞
岳
の
麓
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
７
月
下
旬
の
山
梨
県

を
目
指
し
ま
す
。
大
切
な
人
と
の

別
れ
や
、
人
生
を
揺
る
が
す
大
き

な
事
件
、
人
生
の
転
機
に
生
き
る

力
を
与
え
て
く
れ
た
「
忘
れ
ら
れ

な
い
風
景
」
を
、
手
紙
で
教
え
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
こ
こ
ろ
の

風
景
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
締
切
期
限

　

３
月
15
日
（
金
）

○
鹿
児
島
県
放
送
予
定
日

　

４
月
１
日
（
月
）
～
７
日
（
日
）

○
放
送
時
間　

　

①
午
前
７
時
45
分
か
ら
15
分
間

　
（
月
曜
日
～
金
曜
日
の
朝
）

　

②
午
前
11
時
か
ら
29
分
間

（
土
曜
日
の
朝
）

　

③
午
前
11
時
30
分
か
ら
29
分
間

（
日
曜
日
の
朝
）

○
旅
人

　

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん

○
応
募
方
法

　

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
電
話
番
号
、

④
性
別
、
⑤
年
齢
、
⑥
思
い
出
の

場
所
、
⑦
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
記
載
し
て
、
郵
便
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
・
応
募
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

〒
１
５
０
―
８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　

☎
０
５
７
０
（
０
６
６
）
０
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
６
５
）
１
３
２
７

　

http://w
w

w
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さしい人に囲まれて幸せや 荒木トミさん 100 歳のお祝い

れない手つきで四苦八苦
長島中が特産のブリで加工実習

県架橋を夢に終わらせない三
島原・天草・長島架橋構想
九州西海岸軸構想推進講演会

　12 月 27 日、特別養護老人ホーム「さざ波」に
入所している荒木トミさんがめでたく 100 歳を
迎え、長寿のお祝いに川添健町長が同ホームを訪
れました。
　この日荒木さんは、入所者の友人らと笑顔で歓
迎。川添町長は「これまで郷土発展のために活躍
してこられたことに感謝します。これからも更な
るご長寿を重ねてください」とお祝いの言葉を述
べ、お祝状と記念品を手渡しました。
　荒木さんは「施設の皆さんは優しくて食事もお
いしい。毎日楽しい生活を送っています」と施設
での充実ぶりを話しました。

　１月 28 日、長島中学校（新田薫校長）では、特産の
養殖ブリを使った加工実習の出前授業が行われました。
　これは、東町漁協（長元信男代表理事組合長）と同組
合の養殖業者が世界各地に輸出している特産の ｢ 鰤王 ｣
を地元の中学生に周知する取り組み。同授業には２年生
の 26 人が参加し、講師となった養殖業者の会員らから
手ほどきを受け、４㌔もあるブリの３枚おろしや皮はぎ
を体験しました。初めてブリに触る生徒も多く、滑る魚
に苦戦していましたが、刺し身やタタキ、しめブリにブ
リ汁、ブリ飯、ブリカツとブリ尽くしの料理を作り、舌
鼓を打っていました。
　竹田えみりさんは「ブリの解体はすごく大変でしたが
楽しかった。特に刺し身とタタキがおいしかった」と満
足の様子でした。町口レナさんは「ブリの素材からいろ
いろな料理ができてびっくり。どの料理もおいしかった」
と話し、町の特産品を見直す機会となっていました。

　島原・天草・長島架橋建設促進協議会は、鹿児
島、長崎、熊本３県にまたがる架橋建設促進を図
るため、12 月 22 日、島原・天草・長島架橋構想
九州西海岸軸構想推進講演会を開催しました。
　この日、会場となった熊本県天草市牛深町の総
合センターには、３県の行政や経済関係者、地
域住民ら約 700 人が参加し、構想の重要性につ
いて認識を深めました。このほか、会場では 475
点の応募があった架橋構想絵画コンテストの入賞
作品の表彰式も行われ、鹿児島県の部の最優秀賞
で、町立平尾中学校１年の鳥越浩太君と、本浦小
学校６年の平元悠太君が表彰されました。

指導を受けながら３枚おろしに挑戦する生徒↑

川添町長からお祝状と記念品を手渡され喜ぶ荒木さん↓

表彰された鳥越さん（左端）と平元さん（左から 2番目）↑

慣
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子島グリルと甘夏狩り獅 獅子島の魅力満喫ツアー

↑案内人で、獅子
島グリルを考案し
た、地域力創造ア
ドバイザーの砂田
光紀さんから獅子
島近海で捕れた魚
の説明を受けるツ
アー客

←たわわに実った
甘夏狩りを喜ぶ、
出水市から参加し
た大堂さん

　鹿児島県最北端の島「獅子島」で、島近
海で捕れた魚を炭火焼きで食べることがで
きる「獅子島グリル」と、みかんの産地な
らではの「甘夏狩り」が 1 月 13、14、27
日の３日間、旅行社の企画で実施されまし
た。
　この日、県内各地から集まったツアー客
らは出水駅を午前８時 30 分に出発。長島
本島の観光名所を観光後、フェリーで獅子
島に渡り、今年の夏から注目され始めた「獅
子島グリル」を堪能しました。炭火で焼か
れる魚からは、香ばしい香りが食欲をそそ
り「こんなおいしい焼き魚は初めて」と口
をそろえていました。昼食後は、片側地区
のみかん園でたわわに実る甘夏狩りを行
い、袋いっぱい収穫するツアー客もいるな
ど、旅を満喫していました。
　出水市から来た大堂育子さんは「初めて
の獅子島は楽しかった。自然豊かで食べ物
もおいしい」と笑顔で話しました。

ノ浦出身の長島要さん
町出身者が書籍を出版、町に寄贈

すきに託す 108 年の思いた 幣串小閉校記念駅伝大会

福
　福ノ浦出身で神奈川県居住の長島要さん（本名：
川添用吉さん）が、東京図書出版から出版された

「初恋の涙」を、町立図書館に寄贈しました。
　長島さんは以前にも「長島物語」を出版し、そ
の際も本町に寄贈。今回２冊目となった「初恋の
涙」は、自然環境の大切さや命の重み、人と人と
の絆をテーマにした心温まる短編集となりまし
た。この書籍は、鷹巣図書館、指江図書館で読む
ことができます。

　幣串小学校（坂元英透校長）は１月 19 日、「へ
ぐしの絆をつなげよう 108（年）㎞、閉校記念駅
伝大会」を実施しました。
　この日は、児童や家族、乳母車に乗った赤ちゃ
んから 80 歳を超える高齢者までの参加者約 150
人が集まりました。同校が、今年の３月に閉校と
なることから、開校 108 年の歴史にちなみ、108
㌔をたすきでつなぎ、幣串の絆を今後も消さない
ようにと企画しました。約４時間かかった今大会、
最後の卒業生となる荒田桃子さんが「幣串、ファ
イオー」と声をかけながらゴールを切り、思い出
深い時間を過ごしていました。

1 作目の「長島物語」と、今回寄贈された「初恋の涙」↓

駅伝終了後、横断幕とともに参加者全員で記念撮影↑
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（　）内は前月比
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  5,923( -6)
  4,463( -4)

平成 25年１月 31日現在

　

今
年
の
春
開
催
さ
れ
る
「
第
３
回

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
3

月
30
日
か
ら
5
月
6
日
ま
で
の
38
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

花
い
っ
ぱ
い
の
長
島
に
、
多
く
の

町
内
外
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
準

備
の
た
め
、
町
民
一
斉
に
よ
る
花
の

手
入
れ
期
間
を
設
け
ま
し
た
。
初
日

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
沿
道

花
壇
の
花
植
え
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
花
フ
ェ
ス

タ
の
メ
イ
ン
会
場
を
「
長
島
町
文
化

ホ
ー
ル
周
辺
」
と
し
て
案
内
し
て
き

ま
し
た
が
、
親
し
み
や
す
い
名
称
を

検
討
し
た
結
果
、
場
所
か
ら
も
呼
び

や
す
い
「
長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
」

と
決
定
し
、
広
報
し
て
い
く
計
画
で

す
。

　

今
後
と
も
、
花
フ
ェ
ス
タ
を
成
功

さ
せ
る
た
め
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
花
の
手
入
れ
期
間

　

2
月
23
日
（
土
）
～

　

3
月
3
日
（
日
）［
９
日
間
］

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
時

　

２
月
23
日
（
土
）
午
前
9
時
～

　
「
長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
」
に
集
合

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
場
所　

　

町
内
一
円
の
花
壇

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
し
込
み
方
法

　

2
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
、
景
観

推
進
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　
　
　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

町
民
一
丸
で

花
フ
ェ
ス
タ
を
成
功
へ

命を救う高規格救急車が配備
　

日
本
損
害
保
険
協
会
が
、
自
賠
責
保
険
の
運
用
益
を

使
っ
た
高
規
格
救
急
車
1
台
を
寄
贈
す
る
こ
と
か
ら
1

月
10
日
、
役
場
で
受
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
本
年
度
全
国
で
10
台
計
画
さ
れ
て
い

た
１
台
で
、
今
回
、
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

に
配
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
町
で
は
始
め

て
の
高
規
格
救
急
車
で
、
車
両
は
総
額
約
３
１
３
０
万

円
。
同
協
会
が
本
体
部
分
を
、
町
は
外
装
や
内
部
の
防

振
ベ
ッ
ド
、
人
工
呼
吸
器
、
輸
血
ポ
ン
プ
な
ど
の
艤
装

に
約
２
２
０
０
万
円
か
け
ま
し
た
。

　

受
納
式
に
出
席
し
た
同
協
会
鹿
児
島
損
保
会
の
福
島

佳
浩
会
長
（
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
鹿
児
島
支
店

長
）
は
「
救
急
救
命
活
動
に
大
い
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
川
添
健
町
長
は
「
本
町

に
な
か
っ
た
車
両
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
た

い
。
住
民
の
安
心
安
全
に
つ
な
が
り
、
救
急
隊
員
の
技

術
向
上
に
も
積
極
的
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

受納式で、鹿児島損保会の福島会長
から、川添町長へ車両が手渡される

［日本損保協会が本町へ寄贈］

↑花フェスタ会場周辺の土手に植栽をす
るボランティア
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
今
年
は
本
厄
と
な
り
、
先
般
、

中
学
校
時
代
の
同
級
生
ら
と
１
泊

２
日
で
厄
払
い
に
行
き
ま
し
た
。

往
復
６
時
間
余
り
の
車
中
と
、
夜

の
酒
席
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
友

も
い
る
な
ど
で
昔
話
に
花
が
咲

き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
今
回
、
今
一
度
、
一
生
涯
の

友
と
出
会
え
た
こ
と
を
喜
び
、
帰

り
つ
く
な
り
家
族
に
道
中
を
話
す

と
「
い
い
時
間
を
過
ご
し
た
ね
」

と
。
思
い
出
の
小
旅
行
は
、
自
分

に
と
っ
て
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。（
小
屋
昭
彦
）

◆
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
な
が
し
ま
１
月
号
の
11

ペ
ー
ジ
、
長
島
文
芸
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

（
誤
）
夢
を
見
る
少
女
の
如
く
バ

ス
停
の
時
間
表
見
上
げ
て
コ
ス
モ

ス
は
嘆
く
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

（
正
）
夢
を
見
る
少
女
の
如
く
バ

ス
停
の
時
間
表
見
上
げ
て
コ
ス
モ

ス
は
咲
く
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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長
島
の
「
海
」「
山
」
の
恵
み
と

魅
力
を
Ｐ
Ｒ

「
な
が
し
ま
美
味
（
う
ん
ま
か
）
で
ー
」
東
京
で
開
催

　町では 1 月 16 日、東京都内で本町の豊かな自然や
特産品をＰＲし、「海」「山」の恵みと魅力を十分に味
わっていただくレセプション「ながしま美味（うんま
か）でー」を開催しました。
　同日、会場となったセレスティンホテルには、川添
健町長と特産品の生産者などの関係者、国会議員や伊
藤祐一郎鹿児島県知事、特産品を取り扱う市場関係者
ら 50 人が訪れました。
　このレセプションは、 町が都内で行うのは初めて
で、これまでそれぞれ販売促進の活動していた東町漁
協、鹿児島いずみ農協も参加し、３者が一致団結する
ことで、販路開拓や観光の活性化につなげようと実施
しました。
　料理は、メニュー開発を兼ねて同ホテルに依頼。「ブ
リの薄切り伊太利亜風」に「赤土バレイショのトマト
入りブランジール」、「紅甘夏のクレープシュゼット」
など一流ホテルの料理長が、素材を生かしつつ一手間
加えた料理で腕を振るい、大盛況となりました。
　レセプションに招かれた、鹿児島県選出の野村哲郎
参議院議員は「おいしいものはたくさんあるが長島産
は特別。今後も全国各地でＰＲしていきたい」と話し
ました。

長島の特産品を紹介する東町漁協の
長元信男代表理事組合長

乾杯のあいさつを行う伊藤祐一郎鹿児島県知事

長島町をＰＲする川添健町長



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○友愛クリニック 64-2101
○林胃腸科外科 73-3639
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○宮薗歯科医院 73-3222
□めぐみ薬局 82-5551
□いずみ調剤薬局 68-5822
□阿久根薬局 72-1017
□しおかぜ薬局　88-6011
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

○平尾診療所 88-2595
○福元医院 67-3200
○植村整形外科 72-1041
○荘記念病院 82-3113
○脇本病院 75-2121
○おてき歯科医院 63-0393
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○有村産婦人科・内科 73-4180
○こどもクリニック永松64-1500
○つばさ歯科 62-8519
□フタヤ薬局 67-5253
□かしま薬局 63-3970
□さかえまち薬局 72-0978
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

　　　　　春分の日

○鷹巣診療所 86-0054
○出水病院 62-0419
○上園医院 73-1055
○しもぞのクリニック 63-8300
○白男川歯科医院 63-0009
□ D・ML五万石薬局 63-8800
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

○長島クリニック88-6405
○出水眼科 62-8350
○内山病院 73-1551
○境田医院 67-2600
○金子歯科医院 63-2150
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局 88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■びん・有害（獅子島 )

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！

○平尾診療所 88-2595
○キッズクリニック 63-7707
○鶴見医院 73-0553
○福永内科循環器科 62-8200
○橋口歯科医院 73-0508
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇キッズクリニック 63-7707


